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異的に採取できていることを，角化のマーカーである Keratin 1 (K1) および Keratin 10 (K10)の免






る Laminin (Lam) α3，β3，γ2 が同定された。 
	 次に，Lamα3β3γ2 が口腔粘膜上皮細胞の角化に関与しているかを検討するため，ヒト口腔扁平上
皮癌細胞である TR146 をヒト口腔粘膜由来上皮細胞として用いた。また，上皮細胞の分化誘導には
Thin Cert 細胞培養インサートを用い，グライナ− ・ジャパン社のプロトコールに従い実施した。実
際には，上部チャンバーである 24 well plate 用 Thin Cert 細胞培養インサートに 5×105個/well の高
濃度の TR146 を播種し，上皮細胞培養培地にて 1 日間培養した。TR146 が細胞培養インサートに接
着したのを確認した後，上部チャンバーには培地を加えず，下部チャンバーに 0，300 および 1000 
ng/mL の recombinant human Laminin332（rhLAM332）含有上皮細胞培養培地を加え，4 日毎に
培地交換を行い，20 日間培養し，K1，K10 の発現量を定量性 RT-PCR 法および免疫細胞化学染色を





チャンバーである Thin Cert 細胞培養インサートに 1×105個/well の角化歯肉または歯槽粘膜由来線
維芽細胞を播種し，線維芽細胞培養培地にて 1 日間培養した。線維芽細胞が細胞培養インサートに接
着したのを確認した後， 5×105個/well の TR146 を播種し，さらに 1 日間培養した。TR146 が細胞 
 







維芽細胞と共培養した TR146 において，Lamα3（1.2 倍，p<0.05），Lamγ2（1.4 倍，p<0.05）の遺
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